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上野通明さん応援レポート
東京フィルハーモニー交響楽団
第870回オーチャード定期演奏会

2015年10月18日（日） Bunkamura オーチャードホール

オーケストラと奏でるスラヴの調べ

「東京フィルハーモニー交響楽団」、2011年に
創立100周年を迎えた日本最古にして最大

（楽団員数）の交響楽団である。楽団の拠点
のひとつであるBunkamura オーチャードホー
ル(東京・渋谷)にて開催される「第870回オー

チャード定期演奏会」。指揮は『炎のコバケ
ン』こと小林研一郎氏、上野さんは、チェロの
ソリストとして登場する。

会場のオーチャードホールは、天井が高く、
垂直の両側壁、浅いバルコニーを持つシュー
ボックス型ホール。楽団も最大規模なら、
ホールもまた国内最大規模である。

この秋からデュッセルドルフでの留学生活を
始めた上野さん。

受験のための渡欧から、そのまま新学期が
始まり目まぐるしい日々とのこと。
「・・・が、色々なことがとても新鮮です！

この新しい環境がこれから自分の演奏にどん
な影響を与えてくれるのか楽しみです」と、フ
レッシュなメール。
今回のオーチャードホールの演奏については、

「・・・・少しずつでも変化している自分を感じて
頂ける様、毎回新しい気持ちで精いっぱい心
のこもった演奏をし、曲の素晴らしさを皆様に
伝えられたらと思います」と、
力強いコメントをくれている。
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不動の名曲を熱き指揮のもとに

大会場の大きな拍手に迎えられ、ソリスト上野さ
ん登場。オーケストラによるしばしの演奏ののち、
上野さんのチェロが始まった。力強くダイナミッ
クなテーマが響き渡る。

２楽章は、ゆったりと大きな歌い方で曲が進む。
クラリネットと、フルートと・・・さまざま楽器と絡み
合いながら。

ぐっと展開をみせる第３楽章、上野さんの気持
ちの乗りを表すかのように、大きく、さらに大きく
弾いていく。なんというか、スラブの大地が思い
起こされるかのような。

名曲を、情感たっぷりに、スケール感大きく、お
おらかに弾きあげた上野さん。会場内は絶賛の
拍手。ブラボーの声も高らかに。

演奏を終え、握手に歩み寄る上野さん、

指揮者の小林研一郎氏は、熱いハグと両手「い
いね！」のポーズで応えてくれた。

上野さんが演奏するのは、ドヴォルザーク
の代表曲として親しまれる「チェロ協奏曲
ロ短調 作品104」。協奏曲というジャンル

における最高傑作の一つであるといわれ、
クラシックにおける不動の名曲とされてい
る。

コンサート・フライヤーには『重なり合う、若
き天賦の才能と円熟の技』との紹介文。

”炎のコバケン”と上野さんによる、熱き演
奏に期待が高まる。

写真はリハーサル時のもの

コンサート・フライヤーより転載
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アンコール曲、大ホールにチェロの音だけが鳴り響く

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

＜本日の演奏曲目＞
ドヴォルザーク／チェロ協奏曲ロ短調 作品104
チャイコフスキー／交響曲第5番ホ短調作品64

＜アンコール曲＞
バッハ／無伴奏チェロ組曲第３番よりブーレ(チェロ）
ドヴォルザーク／ユーモレスク

指揮： 小林研一郎氏
コンサートマスター： 依田真宣氏

拍手は鳴り止まず、“コバケン”に促さ
れ、背を押されて再登場した上野さん、
アンコールに選んでくれたのは、

「バッハ：無伴奏チェロ組曲第３番より
ブーレ」
静まりかえる聴衆のみなさん。
オーチャードホールの広い会場に、

上野さんのチェロの澄んだ音色だけが
響きわたる。指揮者小林氏もオーケス
トラの方々も静かに耳を傾けるなか、
荘厳に、かつ伸び伸びと。

演奏を終えた上野さんを楽屋に訪ねる。大きな舞台を終え
た満足感いっぱいの笑顔で答えてくれた。

「・・・ドヴォコン（ドヴォルザークのコンチェルト）は大好きな
曲。どこを取っても、いいところばっかりなんです。・・・いや、
むちゃ楽しかったです・・・」。
うわ、あの大きな舞台を“楽しんだ”なんて、かっこいい。

－第１楽章、チェロが始まるまでに、他の楽器による演奏
の合間がある；

「・・・自分のパートに入るまでは、曲の情景を思い浮かべ
ています。今日もそうだったんですが、だんだん緊張してき
てしまいました（笑）・・・」

－指揮者の小林氏とは３回目の共演；

「・・・小林先生は、やりたいことを尊重してくださって。オケ
の方々も温かく、リハの時からいろいろ教えていただい
て・・・」。たしかに、オーケストラとの一体感も抜群であった。

ぐんぐんと変化している上野さん、そして曲の素晴らしさ、
確実に伝わってきた。
なお、当日の演奏は11月22日にNHK FMで放送されるとの
こと。楽しみだ。

上野さん、素敵な演奏でした。
一時帰国の折には、また聴かせてください！

本日は衣装もぐっと大人っぽく

お花の前でマエストロと
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【コンサート・フライヤー】
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【コンサート・パンフレット（冊子形式のため関連ページのみ掲載】
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【コンサート・パンフレット（冊子形式のため関連ページのみ掲載】
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【コンサート・パンフレット（冊子形式のため関連ページのみ掲載】


